
 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか
　本学の教職課程は，戦後改革の柱の一つである「開放制」教員
養成システムとして創設された。「開放制」教員養成システムと
は，師範学校を中心とする戦前の「閉鎖制」教員養成システムに
代わるものであり，広い教養と深い学問的な素養を持つととも
に，型にはまらず豊かな人間性と個性を持った教師を，大学教育
を通じて養成するものであり，「開放制教師養成の原点に立ち，
豊かな個性と力量をもった教師を養成すること」を目標としてい
る。
　社会教育主事は，社会教育法により「社会教育を行なう者に専
門的技術的助言と指導を与える」教育の専門職と規定され，都道
府県及び市町村の教育委員会に配属される。社会教育主事の養成
については文部科学省令「社会教育主事講習等規程」に科目と単
位が定められており，本学では同省令に基づいて社会教育主事任
用資格のためのカリキュラムが組まれている。近年では，こうし
た社会教育主事の行政職としての役割に加え，学習支援者として
の力量が注目されており，本学も職員養成の課題として取り組
む。
　学芸員とは，博物館の専門職員として博物館における調査研
究・収集保存，展示教育の専門的事項に当たる者であるが，近年
では，これらに加えて博物館の事業運営に関する経営的能力も求
められている。学芸員養成課程は，学部等で学んだ専門を生か
し，上記の仕事に従事する能力・技術と資質を持った学生を育て
ることが目標である。
　学芸員資格取得を目指す学生が，博物館の社会的意義やその必
要性等を学んで，博物館の知識理解を深めるのみならず，専門的
職員たる学芸員としての仕事に必要な基本的な知識や技術を体得
できるようにすることを目指している。博物館理解者・博物館支
援者養成としての「大学における学芸員養成課程」ではなく，本司書課程は，図書館法で定められた，司書を養成する課程であ
り，その目的は，司書として必要な知識・技能を獲得した人材の
養成である。司書課程による司書養成の特徴として，学部等で学
んだ専門知識を生かし，図書館で司書として，資料を選択・収
集，組織，蓄積し，一般市民の利用者の情報資料への要求に応え
ることに従事する専門知識とスキルを持った人材を養成すること
にある。
　司書教諭課程は，学校図書館法で定められた，司書教諭を養成
する課程であり，その目的は，学校図書館の専門的職務を掌る司
書教諭として必要な知識・技能を獲得した人材の養成である。司
書教諭課程の特徴は，各専門教科で学んだ専門知識を生かし，学
校図書館で司書教諭として，図書館資料の選択・収集，組織化及
び生徒または教員の利用に供することに従事するための専門知識
とスキルを持った教師を育成することにある。

a ◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的（建学の精神，教育理念，使命）を踏ま
えて，当該付属機関・委員会の理念・目的
を設定していること。
【約５００字】

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，教職員・学生，受験生を含む社会一般
に対して，当該大学・学部・研究科の理
念・目的を周知・公表していること
【約１５０字】

　「資格課程案内」において，資格課程の教育理念・目的を発信
している。また，「資格課程リーフレット」を作成し，各課程の
特色，免許・資格取得の意義，進路に関する情報を提供してい
る。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　各課程の教育内容に関わる根拠法の改正等，教育系専門職養成
を取り巻く社会的環境に留意しながら，五課程会議で，資格課程
の教育理念・目的について常時検討を加えている。定期的に開催
される資格課程委員会の毎年初回において，委員会規程を配布
し，委員会の理念・目的を確認している。



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的に
照らし，適切であるか。学術の進展や社会
の要請と教育との適合性について配慮した
ものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目的
を実現するためにふさわしいものである
か。
【約３００字】

　資格課程には，資格課程委員会，五課程会議，主任会議，研究
室会議，教職課程専門部会，教育実習指導教員会議がある。
　資格課程を構成する各課程の課題と資格課程全体の共通課題を
検討し，意思決定を行うという目的を遂行するうえで，上記の研
究室会議をベースに資格課程委員会の設置は妥当である。
　資格取得に関して，学位取得とは相対的に区別される専門性の
明確化とその質保証を求める社会からの要請との関係で，資格課
程としての諸課題の検討と意思決定を行う資格課程委員会の存在
は，適合性がある。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ３ 教員・教員組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●【教員像と教員組織の編制方針】
専門分野に関する能力，教育に対する姿勢
等，大学として求められる教員像を明らか
にしたうえで，当該付属機関の理念・目的
を実現するために，教員組織の編制方針を
定めているか。また，その方針を教職員で
共有しているか。
【約４００字】

　本課程の人材育成目標を達成するための教員像は，資格課程委
員会「教育・研究に関する長期・中期計画書」の３「教員・教員
組織」として示している。

（２）付属機関等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

a ◎方針と教員組織の編制実態は整合性がと
れているか。
【６００～８００字】

　各課程において，根拠法令が求めているカリキュラムと担当教
員数を充足した教員組織を整備している。
教職課程
　教職課程認定基準４-３，同４-４により，各教科の必要専任教
員数を満たしている。
社会教育主事課程
　社会教育主事養成課程の設置に関する届出に必要な専任教員２
名を満たしている。2016年度２名
学芸員養成課程
　博物館に関する科目について科目全体の内容，開講状況等を把
握する総括的役割を担う専任教員（原則１名以上配置）を満たし
ている。2016年度２名
司書課程・司書教諭課程
　図書館に関する科目について科目全体の内容，開講状況等を把
握する総括的役割を担う専任教員（原則２名以上配置）を満たし
ている(図3-1)。2016年度３名

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●【規定に沿った教員人事の実施】
教員の募集・採用・昇格について，基準，
手続を明文化し，その適切性・透明性を担
保するよう，取り組んでいるか。
【４００字】

　本課程には教員は所属せず，文学部に所属することとなってい
る。募集・任免・昇格については，文学部の定める教員の任用及
び昇格に関する基準と手続きに従って，研究業績，教育実績，経
験年数等を審査し，実施されている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ３ 教員・教員組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

b ●教育研究，その他の諸活動（※）に関す
る教員の資質向上を図るための研修等を恒
常的かつ適切に行っているか。
（※）社会貢献，管理業務などを含む『教
員』の資質向上のための活動。『授業』の
改善を意図した取組みについては，「基準
４」（３）教育方法で評価します。
【６００～８００字】

教職課程
　教員の研究成果と
して『教職課程年
報』に論文を掲載
し，研究の成果を発
信できたとともに，
介護等体験のアン
ケート結果について
も掲載した。
学芸員養成課程
　専任教員のみなら
ず，兼任教員や課程
修了者も積極的に研
究成果を掲載してい
るとともに，「博物
館実習の記録」や受
講者による夏期課題
「展示の企画と制
作」などを掲載して
学習の成果を外部発
信している。

教職課程
　兼任講師による投
稿を含め，教職課程
の研究成果をより多
く発信するため，
「教職課程年報」の
充実を図る。
学芸員養成課程
　従来，外部研究機
関と課程修了者を対
象に配布してきた
が，教材としての有
効性も考えられるこ
とから，課程受講者
が実習年次になった
際に配布することも
考慮する。

① 教員の教育研究活動等の評価の実施
　「教職課程年報」において研究論文を掲載する。各教員がそれ
ぞれ所属する学会誌等に掲載した論文の抜き刷りや著書を相互に
配付し，研究業績を認知しあう。
　「社会教育主事課程年報」において研究論文を掲載するととも
に，社会教育実習に関する論文を掲載することで実習先や他大学
に教育実践を公開し，意見を求めている。
　「学芸員養成課程年報」及び「学芸員養成課程紀要」におい
て，授業実践の紹介や研究論文を掲載し，広く意見を求めてい
る。
　教員の教育活動の実績を，「司書・司書教諭課程年報」に記事
としての発表を推奨している。教員の研究活動の成果について
は，「明治大学図書館情報学研究会紀要」に論文として掲載し，
明治大学の学術成果リポジトリへの登録を通して，広く図書館界
に研究成果を公開している。
② ＦＤの実施状況と有効性
　授業改善アンケートなどをもとに，授業改善に関する協議を随
時もっている。
　教員の研究発表，執筆論文等の業績を通して，当該教員の業績
評価を的確に行っている。また，全学的な授業アンケートに参加
し，授業内容の改善を図っている。
教職課程は「教職課程年報」，「明治大学教育会紀要」などへ論
文等の掲載を促している。全学的な授業アンケートに参加する。
社会教育主事課程は，全国社会教育職員養成研究連絡協議会（社
養協）で他大学の教員とカリキュラム等について研究交流してい
る。また，本課程専任教員が，2014年度から福井大学履修証明プ
ログラムに参加し，学習支援者の力量形成のためのカリキュラム
策定に向けた研修を受講している。
　



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 １. 教育目標，学位授与方針，教育の編成・実施方針

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか。

a ◎理念・目的を踏まえ，課程修了にあたっ
て修得しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要件）等を
明確にした学位授与方針を設定しているこ
と。
【約８００字】

　根拠法令に基づくカリキュラムで求めている教育目標，備える
べき知識・スキルが獲得されていることを厳正に評価し，免許・
資格の取得に必要な単位数を取得していることを審査のうえ，各
課程の修了認定を進める。
教職課程では、関係法令の規程に従いながら，社会状況の変化や
子どもと学校現場の変化を分析し，豊かな個性と力量をもった教
員が育つ教育課程を編成・実施する。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか。

a ◎学生に期待する学習成果の達成を可能と
するために，教育内容，教育方法などに関
する基本的な考え方をまとめた教育課程の
編成・実施方針を設定していること。
【約６００字】

　根拠法令に基づき，各課程においてカリキュラムを編成し，科
目区分・必修・選択,単位数も含めて『資格課程案内』（10～208
頁）に明示している。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課程
の編成・実施方針を周知・公表しているこ
と。
【約１５０字】

① 周知方法と有効性
　学位の授与ではなく，免許または資格取得要件を，「資格課程
案内」を
　配布するなど，広く周知を図っている。また，資格課程のホー
ムページ
　を通して，周知の徹底を図っている。

② 社会への公表方法
　「大学案内」「資格課程案内」「資格課程シラバス」を資格課
程ホーム
　ページを通して公表している。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 １. 教育目標，学位授与方針，教育の編成・実施方針

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか
●教育目標，学位授与方針および教育課程
の編成・実施方針の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続を明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

教職課程は，　研究室会議において検証を行い，改善を行ってい
る。教育課程の編成・実施の適切性は，その根拠となる教育活動
の成果と比較検証されなければならない。さらにその報告が関係
の研究機関や実践現場に届けられ，吟味される必要がある。
  2016年度は再課程認定のためのワーキンググループを立ち上
げ，情報の収集や対応について検討を行った。また，このワーキ
ンググループは，本学における教員養成教育の在り方について学
内で独自に検証する役割を担い，内部質保証システムとして機能
している。
社会教育主事課程は，随時開催する課程室会議において，定期的
に検証を行い，改善を図っている。
学芸員養成課程は，随時開催する課程室会議において，定期的に
検証を行い，改善を図っている。
司書課程・司書教諭課程は，随時開催する課程室会議において，
定期的に検証を行い，改善を図っている。

教職課程は，定期的
な検証の結果，教育
課程の適切な編成・
実施が行われてい
る。また，ワーキン
ググループの活動を
もとに教職課程専門
部会を開催し，各学
部に再課程認定の情
報が周知された。
社会教育主事課程
は，課程年報に学生
の実習報告を掲載す
ることは，実践の現
場において学生の認
識を確かめる意味を
もつ。また教員は学
会等においてカリ
キュラムの検討を行
い報告し，可能な限
り学外の意見を求め
て，カリキュラムの
改善につなげてい
る。

司書課程は，知識基
盤社会の高度化にと
もない，図書館専門
職には，より高度な
図書館情報学に関す
る専門知識を有して
いることが求められ
ている。図書館情報
学を専門とする専攻
等をもたない現行の
課程による教育シス
テムは，現代社会で
求められている高度
な図書館情報専門職
養成を難しくしてい
る。

教職課程は，100分授
業の実施による履修
上の問題点を早期に
発見・対応すること
が求められる。
  また，再課程認定
に向けての準備を行
う。

司書課程は．既存の
大学院文学研究科臨
床人間学専攻臨床人
間学コースにおい
て，学術研究に基づ
く実践的スキルを有
する図書館専門職の
養成を検討してい
く。

司書教諭課程は，学
校教員には，知識基
盤社会を生きる力と
問題解決能力を備え
た子どもを社会に送
り出すこという使命
が課されている。そ
のためには，生きる
力と問題解決能力に
必須となる図書館活
用能力を育成できる
教員養成が必要であ
る。しかしながら，
図書館情報学，学校
図書館学を専門とす
る専攻等をもたない
現行の課程による教
育システムは，現代
社会の学校教育で求
められている教育力
を備えた教員養成は
難しくしている。

司書教諭課程は，既
存の大学院文学研究
科臨床人間学専攻臨
床人間学コースにお
いて，知識基盤社会
を生きる力と問題解
決能力に必須となる
図書館活用能力を育
成できる専門職の養
成を検討していく。

a



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開設し
ていること。
【６００字～８００字程度】

　各課程では，根拠法規程に基づく科目を，体系立てて配置して
いる。
教職課程は，教師として必要な専門的力量を自覚的に鍛えること
を目標とする。
社会教育主事課程は，「社会教育主事講習等規程」に基づき，必
修：生涯学習概論・社会教育計画，選択必修：社会教育課題研
究・社会教育実習・社会教育演習，選択：社会教育特講Ⅰ～Ⅲの
科目を配置している。
学芸員養成課程は，学芸員として基本的な知識・技術を修得する
ことが可能なカリキュラムによる教育を目標とする。
司書課程は，司書として，地域社会の人びとの課題解決に関する
相談を受け，情報資料の提供を通して課題解決を支援できる専門
的知識と技能を備えた人材の養成が可能なカリキュラムによる教
育を目標とする。
司書教諭課程は，司書教諭として，生徒の主体的な学習を支援
し，また読書能力の育成に寄与できる専門的知識と技能を備えた
人材養成が可能なカリキュラムによる教育を目標とする。

教職課程では，規程
に基づいて体系的な
編成がなされてい
る。

教職課程では，規程
の改変に伴う設置科
目の変更を見据えた
準備を行う。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図，科目相関図，４年間の履修モデルなど）

c ●教育課程の編成実施方針に基づいた教育
課程や教育内容の適切性を明確に示してい
るか。（学生の順次的・体系的な履修への
配慮）
【約４００字】

　教職課程は，「教育職員免許法」の規程に基づき，教育に関わ
る知見の習得と実践力の育成を目指し，そのための教育内容や順
次性を学生に明示している。また，学生が自身の履修過程を確認
し得る「教職履修カルテ」の運用　　を行なっている。
　社会教育主事課程は，履修開始年次の指定により科目の順次性
を保持している。
　司書課程・司書教諭課程では，法令に基づき，司書・司書教諭
の養成にあたり，教育内容や順序性を学生に明示している。ま
た，2013年度より，メディア授業の開設時間を特定の曜日・時限
に配置する方法を取りやめて集中講義形式とし，最終試験も６・
７時限に集中させることで学生の履修環境を改善している。さら
に，対面授業では，必修科目で学習した内容を，より深く学べる
ように選択必修科目として，たとえば，司書課程では「現代図書
館事情論」「図書館総合演習」などを開講し，体系的なカリキュ
ラムを構築している。

教職課程では，ガイ
ダンスや「履修カル
テ」の活用により教
育課程の体系性が学
生にも自覚されてい
る。
司書課程・司書教諭
課程では，履修科目
に配当年次を設定
し，順序性を明示す
ることにより，知識
や技術の体系的な習
得が可能となってい
る。
司書課程では，特色
ある授業科目の一つ
として，「図書館総
合演習」を開講し，
ゼミナール形式によ
り，必須科目で学習
した内容をさらに深
化・発展させた授業
を展開できた。

教職課程では，「履
修カルテ」の記載や
活用方法を改良し，
科目の相関性につい
ての意識を向上す
る。
司書課程では，学生
の学習理解の促進を
図るため，カリキュ
ラム，科目配当年次
を検討する。さら
に，特色ある授業科
目として位置づけら
れる「図書館総合演
習」「現代図書館事
情論」の授業内容
を，一層充実させ
る。
司書教諭科目では，
学習機会の拡大を図
るため，カリキュラ
ム，履修開始年次を
含めた科目配当年次
を検討する。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあた
り，責任主体・組織，権限，手続を明
確にしているか。また，その検証プロ
セスを適切に機能させ，改善につなげ
ているか

「資格課程科目」の検証プロセスについては，「資格課程委員
会」が責任主体である。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

a ◎何を教えているのか。どのように教育目
標の実現を図っているのか。
【4００字程度】

  「資格課程科目」の教育内容は，各課程において免許・資格に
関わる根拠法令に基づいて授業科目を開設している。
　教職課程では，法令に基づく諸科目を本学として４つの領域に
体系化している。2013年度から教職への意識向上を図る「教職実
践演習」を開講したことで，「模擬授業室」を活用した学生相互
のグループ学習が活発に行われている。
　社会教育主事課程では，社会教育／生涯学習等の現場で人々が
学びあいコミュニティの課題を解決しようとする営み，活動・学
習を支援する職員の取り組み，それらを支える法律・制度・施設
について，「社会教育実習」「社会教育演習」などにおける学生
の実践経験と理論的考察を往還する中で学んでいく。
　学芸員養成課程では，「学芸員養成課程実習室」を大学博物館
フロアに設置し，大学博物館学芸員の協力も得て大学博物館各部
門（考古・刑事・商品）と大学の地域連携協定先の一つである長
野県長和町の「町立黒耀石体験ミュージアム」で「博物館実習」
を実施計画していたが，参加学生がいなくて2016年度は実施でき
なかった。
　司書課程では，選択必修科目として「図書館実習」を設置し，
図書館の現場を知り，実務を経験する学習機会を提供している。
さらに，他大学においては選択科目として開講している図書館史
に関する科目を必修科目「図書館文化論」として開講し，図書館
や情報メディアに関する歴史的理解を図っている。
　司書教諭課程では，「情報メディアの活用」において，図書館
演習の要素を組み入れ，電子メディアと印刷メディアを活用した
技能の育成を図っている。

教職課程では，模擬
授業室を活用した授
業をきっかけに，学
生たちによる勉強会
が組織された。

学芸員養成課程で
は，長和町に代わる
校外実習先の確保が
必要と考えられる。

教職課程では，中野
キャンパス，生田
キャンパスにも模擬
授業室を開設する。

学芸員養成課程で
は，
　数か所の校外実習
候補地と連絡を取り
合っており，今後交
渉を行う予定であ
る。



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

a ◎当該付属機関の教育目標を達成するため
に必要となる授業の形態を明らかにしてい
ること。
【約８００字】

 教職課程では，多くの授業でグループディスカッションやプレゼ
ンテーションを取り入れ，学生の積極的な学習を促している。
　社会教育主事課程では，「課程案内」においてカリキュラムの
全体像と「社会教育実習」「社会教育演習」の二つの実習系科目
について説明し，「シラバス」において各科目の授業の内容・方
法を示している。
　学芸員養成課程では，博物館の現場を重視した授業を展開して
いる。これに沿って，学生の基礎専門に配慮した学芸員養成を進
めるよう博物館資料論及び博物館実習を工夫している。博物館実
習では，学生の基礎専門に対応じた実習科目となるようカリキュ
ラムを工夫し，大学博物館または学外での「博物館実務実習」と
組み合わせた教育を行っている。
　司書課程・司書教諭課程では，対面授業に加え，ｅラーニング
を取り入れており，教育内容に応じて多様な学習方法を学生が選
択できるようにしている。

教職課程では，模擬
授業室は時期によっ
て空きがなくなるほ
ど活用され，学生に
よる模擬授業実施が
活発化している。
司書課程では，
チューターやラーニ
ングコンシェルジュ
の導入によって，メ
ディア授業における
個別学習のもつ問題
点が克服され，学生
の成績向上に結び付
いた。

教職課程では，
　講義科目におい
て，受講生数が180名
を超える大規模授業
が存在している。生
田キャンパス・中野
キャンパスに模擬授
業室がなく，学生が
グループ活動を行う
スペースが不足して
いる。

教職課程では，
　生田・中野キャン
パスに模擬授業室を
開設する。
司書課程では，
 引き続き，チュー
ターやラーニングコ
ンシェルジュによる
学習支援を行い，メ
ディア授業における
修了率と履修満足度
の向上に努める。

教職課程では，コマ
数の適正化と教員の
増員。生田分室を拡
張し，学生の共同学
習の機能を強化す
る。

教職課程では，生田
キャンパス・中野
キャンパスにおいて
模擬授業室を設置す
る。

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）

e ●学生の主体的な学びを促す教育（授業及
び授業時間外の学習）を行っているか。
【なし～８００字】

　教職課程では，教育実習前後の模擬授業で「模擬授業室」を活
用している。模擬授業室は時期によって空きがなくなるほど活用
されている。しかし，生田キャンパス・中野キャンパスに模擬授
業室がなく，学生がグループ活動を行うスペースが不足してい
る。
　社会教育主事課程では，講義科目において関連図書のレポート
や施設見学，学生が発信する新聞の作成などのグループ活動に取
り組む授業を展開している。さらに，学習支援者として主体的な
学びを支援するためには自ら主体的な学習を経験することが必要
であることから，１年間のプロジェクトを学生自身が企画運営す
る「アクティブ・ラーニング」として「登戸探求プロジェクト」
を行っている。
　学芸員養成課程では，実習室に嘱託職員及びＴＡを置き，実習
時以外でも課題調査などに活用できるようにしている。博物館の
現場を重視した授業を展開し，実習室で学生個々の専門に応じた
実習科目の他，学外での「博物館実習」による教育を行ってい
る。
　司書課程・司書教諭課程では，対面講義に加えて，メディア授
業を導入し，受講機会を拡大している。メディア授業では，
チューターやラーニングコンシェルジュという学習支援スタッフ
を置き，受講生からの質問等に即時に回答するなど，メディア授
業における個別学習のもつ問題点が克服されている。演習科目
は，履修上限を25名に設定し，小テストやレポート，授業での討
議参加など主体的な授業への取り組みを促した結果，受講生は実
践的なスキルの修得が可能となり，所属学科や専攻で課されるレ
ポートや卒業論文作成時に求められる情報リテラシーの習得へと
結び付いている。

教職課程では，「模
擬授業室」活用の働
きかけにより，学生
たちの積極的な取り
組みが見られる。
学芸員養成課程で
は，嘱託職員及びＴ
Ａが履修者の学習に
関する相談に対応し
ており，効果も現れ
ている。

教職課程では，生
田・中野キャンパス
に模擬授業室を開設
する。
学芸員養成課程で
は，教員も実習室で
履修者の学習相談等
に対応できるよう配
慮する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

b ●シラバスと授業方法・内容は整合してい
るか（整合性，シラバスの到達目標の達成
度の調査，学習実態の把握）。
【約４００字】

　各回の授業内容を詳細に記述し，関連文献の明示など，受講生
の主体的な学習に資する情報提供も行なっている。
　また，授業の初回では，シラバスの全体を説明し，授業がシラ
バスに従って展開されることを説明している。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

a ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，単位
制度の趣旨に沿って単位を設定しているこ
と。（成績基準の明示，授業外に必要な学
習内容の明示，ミニマム基準の設定等）
【約４００字】

　教職課程では，すべての設置科目ではその成績基準をシラバス
に明示するとともに，授業内においても確認を行なっている。ま
た，授業外に必要な学習内容や手続き等についてもシラバスや掲
示板，ガイダンスなどによって周知している。

教職課程では，成績
評価と単位認定が適
切に行われている。

教職課程では，引き
続き評価基準をシラ
バスに明記する。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図ることを目
的とした，組織的な研修・研究の機会を設
けていること。
【約８００字】

　教職課程では，教育成果の検証について「明治大学教職課程年
報」等に授業内容を含め教職課程の教育活動をまとめている。ま
た，毎年度始に各課程で教員懇談会を開催し，専任・兼任の教員
が授業運営上あるいは学生対応上の課題について話し合ってい
る。また，各科目の担当者が授業の紹介を行なうとともに，教育
方法改善に向けた意見交換を行っている。
　社会教育主事課程では，社養協（社会教育主事養成課程を持つ
大学の連絡会）と，日本社会教育学会の職員養成研究によって，
大学間で相互に教育内容・方法の改善に向けた研究を行ってお
り，本学教員はこれに参加している。
　司書課程・司書教諭課程では，専任教員は「課程室会議」にお
いて，兼任講師は毎年４月に開催される懇談会において授業内容
の検証と改善を依頼している。

教職課程では，課程
別懇談会にて，科目
担当教員間の意見交
換，情報共有がなさ
れた。

教職課程では，課程
別懇談会を継続して
開催する。



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b ●授業アンケートを活用して教育課程や教
育内容・方法を改善しているか。
【約４００字】

　教職課程では，各科目の担当者は個々に授業評価アンケートの
実施・省察を行ない，改善を図っている。
　社会教育主事課程では，
　ラウンドテーブルを経て作成される社会教育実習の「実習報
告」と，登戸探求プロジェクトの「活動の記録」では，教員の発
言と学生の認識のかかわりが記録されている。年間を通じた学生
の認識の文脈において，教育内容・方法が吟味される。

教職課程では，授業
評価アンケートの結
果を踏まえた授業の
改善が図られた。

教職課程では，兼任
教員に対してアン
ケート実施について
の理解を求める。



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ４. 成　果

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

a ●課程修了時における学生の学習成果を測
定するための評価指標を開発し，適切に成
果を測るよう努めているか。
【４００字程度】

　専門職としての人材育成の観点から，教育・学習の成果の記録
メディアでもある各課程の年報に掲載可能なレベルの学習成果
を，受講生があげられるように，教育内容の充実に努める。
　また，当課程の受講生が教職をはじめとする専門職採用試験に
合格できるだけの教育レベルを保証する。

司書課程では，採用
数が非常に少ない正
規の司書職採用試験
に毎年合格者を輩出
できている状況は，
司書課程における教
育効果が表れてい
る。

司書課程では，毎
年，定期的に公共図
書館のみならず大学
図書館員も輩出でき
るよう，「勉強会」
などの充実を図る。

b ●卒業生の進路実績と教育目標（人材像）
の整合性があるか。

●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
【約８００字】

　教職課程では，2016年度の教育職員免許状取得者は383名であっ
た。そのうち，中学校，高等学校への教員就任者は83名であっ
た。このうち専任採用者は28名であった。
　社会教育主事課では，卒業時のアンケートから「社会教育実
習」履修者の過半数が地方自治体に就職しており，着任後は学習
支援にかかわる職場を希望していることから，社会教育主事の採
用が極めて厳しい中で学生が公務員として学習支援職に関わろう
とする傾向が示されている。
　学習成果として実習系授業の学生の報告・記録があるが，「社
会教育実習報告」は課程の履修を開始した学生に向けて「生涯学
習概論」等の授業で教材としている。また「社会教育演習（登戸
探求プロジェクト）」の「活動の記録」は次年度履修者が前年度
までの活動を知り今年の活動を計画するために読みあうことから
始めている。
　学芸員養成課程では，修了者は63名である。
　司書課程では，2016年度の司書課程修了学生は97名であり，こ
のうち，当課程が把握している限りにおいて，司書職として１名
輩出できたほか，司書教諭資格を有する教員１名を輩出すること
ができた。

教職課程では，教員
採用準備講座の開講
や教育実習指導室の
開室により採用に向
けた支援が充実し
た。
社会教育主事課程で
は，学校以外の教育
活動の経験が少な
く，課程の履修を始
めたばかりの学生に
とって，先行世代の
学生の実習・演習の
報告は，自分の経験
と近いものとして受
け止められ，社会教
育・学習支援への関
心を形成する基盤と
なっている。

教職課程では，関連
書籍の充実等により
教育実習指導室の改
善を図る。

c ●学生の自己評価，卒業後の評価（就職先
の評価，卒業生評価）を実施しているか。
【約４００字】

　教職課程では，教育目標に沿った成果が上がっているかどうか
を確認するため，在学中は「教職履修カルテ」の作成と運営を通
して学生の自己評価を行っている。

教職課程では，定期
的なカルテのチェッ
クにより成果の確認
を評価を行ってい
る。

教職課程では，カル
テの電子化について
検討する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ５ 学生の受け入れ

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか
求める学生像の明示及び当該課程に入学するに当たり修得しておくべき知識等の内容・水準の明示及び社会への公表

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，求める
学生像や，修得しておくべき知識等の内
容・水準等を明らかにした学生の受け入れ
方針を定めていること。
◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，学生の受け入れ方針を，受験生を含む
社会一般に公表していること。
【約４００字】

　本学に開設されている５つの課程(教職課程・学芸員養成課程・
社会教育主事課程・司書課程・司書教諭課程)の修了に必要な単位
を在学中に修得できなかった者や，卒業後に新たに資格取得を希
望する者を科目等履修生として受け入れ，資格取得の道を提供す
る。
 教職課程は，科目等履修生の受け入れに際しては，本学出身であ
ること，教師として教壇に立つ意思が明確であること，教職適性
において著しい問題がないことを条件としている。なお，「科目
等履修生募集要項」に受け入れ方針を明示している。履修者を本
学出身者に限定することにより，適切かつ丁寧な履修指導を行う
ことができている。また，面接試験において教師として教壇に立
つ意思及び教員適性における著しい問題の有無を確認することに
より，その後の学習を効果的に行うことができる。
　社会教育主事課程は，「資格課程案内」において取得する資格
や実習系授業に力点を置いた特徴的なカリキュラムについて明示
している。また，科目等履修生の制度により，ウェブサイトや
「資格課程案内」上で学内外を問わず履修の門戸を広げているこ
とを示している。
　学芸員養成課程は，科目等履修生については学内学外を問わ
ず，広く門戸を開き，受け入れている。
　司書課程・司書教諭課程では，求める学生像について，「資格
課程案内」等の冊子や資格課程ホームページ等で明示している。
また，当課程の受講にあたり習得しておくべき知識，あるいは教
育系専門職として望ましい資質等について，『資格課程案内』な
どを通して説明をしている。大学を卒業していることを科目等履
修生の出願条件とし，受け入れに際しては本学出身者に限定して
いない。

教職課程では，履修
者を本学出身者に限
定することにより，
適切かつ丁寧な履修
指導を行うことがで
きている。また，面
接試験において教師
として教壇に立つ意
思及び教員適性にお
ける著しい問題の有
無を確認することに
より，その後の学習
を効果的に行うこと
ができる。本学にお
いて一貫した教員養
成教育を受けること
により，明治大学教
職課程の理念を備え
た教員を輩出するこ
とにつながってい
る。
司書課程では，毎
年，定期的に公共図
書館のみならず大学
図書館員も輩出でき
るよう，「勉強会」
などの充実を図る。

教職課程では，国レ
ベルで教師教育の高
度化が図られている
現状を踏まえ，明治
大学の教職課程とし
て養成する教員像を
明示する必要があ
る。また，障がいの
ある学生の受け入れ
方針・サポート体制
についての詳細を決
定し，情報を共有す
る必要がある。

教職課程では，科目
等履修生の面接試験
において，今後もひ
きつづき面接時間や
質問項目の適正化に
留意する。また履修
生の単位取得につい
ては教職履修カルテ
等を参照しつつ，そ
の進行に大きな問題
がないか適宜確認を
行っていく。
司書課程・司書教諭
課程では，現在，開
設しているメディア
授業の存在を科目等
履修生にも周知する
とともに，社会人等
が受講しやすい環境
の整備を進める。

教職課程では，最近
の文部科学省の施策
の動向を見極め，ま
た，学校現場で必要
とされる教師として
の資質を把握し，教
職課程として養成す
る教員像について再
検討し，科目等履修
生募集要項に反映さ
せる。また，障がい
のある学生の受け入
れについては，各学
部での受け入れ方針
を参考にしながら教
職課程のガイドライ
ンを作成する。

教職課程では，教職
課程として次の世代
を担う教員に求めら
れる資質について検
討するとともに，教
師教育の高度化をめ
ぐる議論の動向を注
視し，制度化された
場合の受け入れ方針
を作成するための情
報収集を行う。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と学生募集，入学者
選抜の実施方法は整合性が取れているか。
（公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜
を行っているか，必要な規定，組織，責任
体制等の整備しているか）
【約４００字】

　科目等履修生については，書類審査，面接を実施し，公正かつ
適切に履修者の選抜を行っている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ５ 学生の受け入れ

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎学部・学科における過去5年の入学定
員に対する入学者数比率の平均が1.00
である。また，学部・学科における収
容定員に対する在籍学生数比率が1.00
である。
◎学部・学科における編入学定員に対
する編入学生数比率が1.00である（学
士課程）。【約２００字】

資格課程は，その性質上，収容定員を設けていない。

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生選抜が実施されているか，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【４００字】

　資格課程では，開放制の方針に則り，受講者の選抜を実施せ
ず，資格取得を希望するすべての学生には受講を許可している。
ただし，受講開始後，各課程においては厳密に学習成果を評価
し，受講継続の可否を判定している。



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ６ 学生支援

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（４）学生の進路支援は適切に行われているか
◎学生の進路選択に関わるガイダンスを実
施するほか，就職・キャリア形成支援教育
の実施等，組織的・体系的な指導・助言に
必要な体制を整備していること。
【約４００字～８００字】

＜教職課程＞
(1)教員と職員の担当者をそれぞれ決め，求人情報を含む具体的な
教員採用等の情報の交換と共有，学生への提供，教育委員会との
対応等を行っている。また，求人情報を各キャンパスの教育実習
指導室及び資格課程分室に掲示し，学生への情報提供に努めてい
る。教員のオフィスアワー及び各キャンパスの教育実習指導室及
び資格課程分室に配置されているＴＡが学生の進路に関する相談
に対応している。急な求人に関しては，資格課程委員会委員への
情報提供も行っている。

(2)教員採用選考試験について，教育委員会担当者を駿河台と生田
に招いて，説明会を実施している (2016年度：川崎市，横浜市，
相模原市，神奈川県，埼玉県，千葉県，東京都)。

(3)教員採用選考に関する大学推薦の情報を学生に周知するととも
に，推薦者の学内選考を実施した。(2016年度：神奈川県)。

(1)左記（６）のデー
タを講師採用の求人
が寄せられた際に適
任者をピックアップ
するためなどに活用
している。
(2)教員採用選考説明
会には多数の学生が
参加している。ま
た，教員採用試験準
備講座にも多数の学
生が受講し，教員採
用模擬試験を受講し
ている学生も多い。
(3)明治大学教育会大
会への参加により，
学生の教職に関する
理解が深まってい
る。

教職課程における教
員養成段階の教育を
長期の教職キャリア
を見通したものとす
る必要がある。その
ため，在学生だけで
なく，卒業生を対象
とした支援の場の充
実を図る必要があ
り，「明治大学教育
会」とのさらなる連
携強化が求められ
る。

(1)進路状況調査票の
回収を遺漏なく進め
るとともに，蓄積し
たデータベースの活
用可能性をさらに高
めていく。
(2)教員採用選考説明
会の次第と進行につ
いて定期的に反省的
な見直しを重ね，よ
りいっそうの拡充を
図る。
(3)「明治大学教育
会」大会の充実と学
生参加の促進を図
る。

(1)教育委員会への直
接照会による過年度
卒業生を含めた教員
就職者数を正確に把
握する試みを継続す
る。これらの情報を
整理し，卒業生の進
路状況調査票の情報
との統合をはかる。
また，各都道府県別
の教員採用数を公表
し，本学の卒業生が
全国各地で教員に採
用され活躍している
ことを周知すること
で，さらに，採用者
数を増やすことにつ
なげる。

(1)「明治大学教育
会」，「教員採用試
験準備講座」，「明
治大学教育職員免許
状更新講習」との間
で，情報共有，人的
交流，連携を進め，
学生の進路選択・
キャリア支援に関わ
る指導の充実をはか
る。

(4)「教員採用試験準備講座」では講座内容も教職教養，指導案作
成，論作文，場面指導などを盛り込み，受講生のニーズに応える
内容としている。

(5)駿河台教育実習指導室及び資格課程生田分室,同和泉分室，中
野資格課程支援室では，学校ボランティアの関連資料を収集・整
備し，学校ボランティアへの参加を促している。

(6)卒業生に進路状況調査票に記入させるとともに，教育委員会に
採用実績を照会し，本学卒業生の教職関連の進路の把握に努める
とともに，卒業生に教員求人情報を提供している。

(7)「明治大学教育会」との連携を強化し，学生が現職教員と交流
する場を設けている。また，「明治大学教育会」の大会を毎年開
催し，校友教職関係者のキャリア形成支援の場としている。

また，学校教育が担
うべき諸課題が複
雑・多様化している
ことから，教員に求
められる専門性の高
度化が求められてお
り，学士課程教育の
レベルを想定した前
述の教師として必要
な専門的力量を自覚
的に鍛えるためのカ
リキュラムだけで
は，これに対応する
ことができない。教
員採用及びその後を
視野に入れたカリ
キュラムを再構成し
ていく。

(2)教員採用説明会と
他の教職関係のガイ
ダンスを統合するこ
とで，より効果的な
支援を目指す。
(3)明治大学教育会大
会の充実に加え，紀
要の充実および教育
活動の中での積極的
活用について検討す
る。

ａ

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

＜社会教育主事課程＞
　課程室に職員の公募情報を掲示し，また希望する学生には，本
学に事務局を置く社養協(社会教育職員養成研究連絡協議会)のブ
ログに掲載される公募情報の活用を促している。学生の社会教育
職への就業後も，大学と連絡が取れるよう教員ができる限り配慮
している。

＜学芸員養成課程＞
　実習室に，各都道府県市区町村の募集要項を掲示し，指導を
行っている。卒業生で博物館や，教育委員会の文化財関係部署に
就職した者には，大学と連絡が取れるように教員が出来るだけ配
慮している。

＜司書課程・司書教諭課程＞
　月１回，司書職を目指す学生向けに，本学司書課程を修了した
現役の司書を中心に勉強会を組織し，司書職採用試験の指導を展
開している。また，司書課程・司書教諭課程室において，司書職
の求人情報，司書職試験問題を収集し，司書職採用試験に関する
情報を学生に提供している。卒業式当日に司書資格取得証明書を
手渡す際，進路状況調査票に記入させ，データを蓄積している。
調査票には，今後，司書への就職希望者に連絡先を記載させてい
る。希望者へは司書の求人情報を随時，メールで配信している。

司書を目指す学生・
卒業生を対象にした
勉強会の参加者か
ら，司書職採用試験
の合格者を輩出して
いる。また，司書職
を目指している卒業
生への司書に関する
就職情報の提供は，
勉強会の取り組みと
ともに，学生のキャ
リア形成支援として
機能している。

司書を目指す学生・
卒業生を対象にした
勉強会の参加者か
ら，司書職採用試験
の合格者を輩出して
いる。また，司書職
を目指している卒業
生への司書に関する
就職情報の提供は，
勉強会の取り組みと
ともに，学生のキャ
リア形成支援として
機能している。

ａ



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定めているか

a ●学生の学修，教員の教育研究の環境整備
に関わる方針を，当該大学の理念，目的を
踏まえて，定めているか。

　駿河台には，リバティタワー内に教育実習指導室，各課程室を
設置し，嘱託職員とＴＡを配置している。各室には，各種の専門
資料を備え，学習支援を進めている。
 五課程は，駿河台キャンパスに課程室を設置し，受講生の学習の
場を提供し，学習支援を行なうという方針を明確にし，受講生に
伝達している。

教職課程は，駿河台
キャンパスは，専用
の模擬授業室を有
し，学生の実践的な
学習の場として積極
的に活用されてい
る。また，学習指導
案データベース検索
システムが学内外か
ら利用できるように
なっている。これ
ら，専用の模擬授業
室及び生田・和泉・
中野分室等でも検索
用専用端末を備えた
学習指導案データ
ベース検索システム
は，教育実習を控え
た学生の実践的な学
習に資するものと

教職課程では，生
田・和泉・中野キャ
ンパスには模擬授業
室がなく，学生の実
践的な学習の面で不
足がある。

教職課程では，模擬
授業室および学習指
導案データベース検
索システムの具体的
な活用法について，
教育実習指導や教職
実践演習等の授業の
なかで重ねて説明・
強調を行い，より
いっそうの積極的な
利用へと働きかけを
行う。

教職課程では，資格
課程生田分室を学習
会開催にも十分なス
ペースを持つよう拡
張し，また，新規開
校の中野キャンパス
に，教育実習指導を
行いうる施設的な条
件を整える必要があ
る。

教職課程では，生田
キャンパスに模擬授
業室を設置する。ま
た，理数について
中・高等学校での実
験・デモ用の機器類
を備え，それらの
マイクロ演示・開発
が可能な場所を設置
する。
　中野キャンパスの
教育実習指導室・模
擬授業室の整備を行
う。

司書課程・司書教諭
課は，図書館情報学
関係の専門資料を所
蔵し，受講生の自主
的学習環境を提供し
ている。また，課程
室は，専門資料を利
用した授業を進める
場としても活用され
ている。

司書課程・司書教諭
課では，大部なツー
ル類の使用が必要と
なる情報資源組織化
に関わる演習科目に
ついては，授業時に
保管している部屋か
らツール類の運搬が
必要となり，授業運
営上の負担が大きく
なっている。ツール
類が常備された演習
教室の設置が喫緊の
課題となっている。

司書課程・司書教諭
課は，課程室で所蔵
する専門資料等を有
効活用して，司書職
採用を希望する学生
らの関心を喚起し，
彼らの情報交換・交
流の場となるよう環
境を整える。

司書課程・司書教諭
課では，大部なツー
ル類を使用した情報
資源組織化に関わる
演習科目のための専
用教室の設置検討を
働きかけていく。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
【約４００字】

　資格課程では，各課程室会議が主体となって当該課程の教育研
究活動等を点検・評価し，改善すべき点を明らかにし，改善方策
を策定することとしている。2016年度自己点検・評価結果（2015
年度報告書）は，６月20日開催の五課程会議で討議し，承認を得
た後に，７月11日開催の資格課程委員会で評価し，評価結果を決
定した。
　2016年度自己点検・評価結果（2015年度報告書）はホームペー
ジで公表している。

【教職課程】
　およそ1月に1度，
研究室会議を開催
し，諸活動について
の点検を行った。

【教職課程】
　引き続き研究室会
議にて定期的な点
検・評価を行う。

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか

a ●内部質保証の方針と手続を明確にしてい
ること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価結
果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指摘
事項に対応していること
【８００字～１０００字程度】

　自己点検・評価の結果は，五課程会議，資格課程委員会が中心
となって，次年度の年度計画書の作成にあたり，課題を解決でき
るよう計画に盛り込んでいる。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか
a ●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅ

ｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ
（改善）の具体的内容・工夫
＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

特になし

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 資格課程委員会 自己点検・評価報告書

専任 兼担 兼任 計

教職課程 9
※ 7 60 77

社会教育主事課程 2 0 7 9

学芸員養成課程 2 0 6 8

司書課程・司書教諭課程 3 0 15 18

※：特任教授1名含む

2016年度五課程の専任教員，兼担教員，兼任教員数


